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Ｐ１８　けいじばん

Ｐ２０　カレンダー

Ｐ２２　介護保険のおはなし

Ｐ２４　香美町おさかな通信

今月の主な内容今月の主な内容
Ｐ２　特集　町政懇談会

Ｐ４　おしらせ　人事行政の運営などの状況　人事行政の運営などの状況　ほか

Ｐ１１　連載　けんこう広場　ほか

Ｐ１６　フォトニュース

表紙　伝統の舞、力強く「香美町の三番叟」　
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町
長
が
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
町
政
運
営
に
つ
い
て
広
く
意
見
を
交
換
す
る
「
町
政
懇
談

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
10
月
９
日
に
村
岡
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
、
10
日
に
小
代
区
総
合
セ
ン
タ
ー
で
、

15
日
に
役
場
本
庁
舎
で
そ
れ
ぞ
れ
開
催
し
、
約
１
８
０
人
の
皆
さ
ん
が
参
加
。
各
会
場
と

も
今
年
度
の
町
政
の
取
組
状
況
を
説
明
し
た
後
、
町
政
運
営
な
ど
に
つ
い
て
活
発
な
質
疑

を
交
わ
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
主
な
質
疑
の
要
旨
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

な
お
、紙
面
の
都
合
上
、す
べ
て
の
内
容
を
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問問　
５
月
に

　

５
月
に
開
通
し
た
国
道
４
８
２
号

開
通
し
た
国
道
４
８
２
号

の
秋
岡
と
若
桜
町
の
間
は
カ
ー
ブ
が

の
秋
岡
と
若
桜
町
の
間
は
カ
ー
ブ
が

多
く
、
道
路
も
狭
い
。
こ
の
道
路
を
拡
幅
し
、

多
く
、
道
路
も
狭
い
。
こ
の
道
路
を
拡
幅
し
、

ト
ン
ネ
ル
を
掘
り
、
鳥
取
ま
で
楽
に
通
行
で

ト
ン
ネ
ル
を
掘
り
、
鳥
取
ま
で
楽
に
通
行
で

き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

答答　
平
成

　

平
成
1616
年
か
ら
不
通
で
あ
っ
た
道

年
か
ら
不
通
で
あ
っ
た
道

路
が
県
の
ご
尽
力
で
開
通
し
、
鳥
取

路
が
県
の
ご
尽
力
で
開
通
し
、
鳥
取

県
へ
通
り
抜
け
が
可
能
と
な
り
、
小
代
に
た

県
へ
通
り
抜
け
が
可
能
と
な
り
、
小
代
に
た

く
さ
ん
の
人
が
来
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

く
さ
ん
の
人
が
来
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
約

た
。
約
2222
億
円
を
投
入
し
て
整
備
し
、
開
通

億
円
を
投
入
し
て
整
備
し
、
開
通

し
た
そ
の
年
に
ト
ン
ネ
ル
化
を
検
討
す
る
こ

し
た
そ
の
年
に
ト
ン
ネ
ル
化
を
検
討
す
る
こ

と
は
難
し
い
で
す
。
た
だ
、
待
避
所
が
少
な

と
は
難
し
い
で
す
。
た
だ
、
待
避
所
が
少
な

い
こ
と
は
、
開
通
式
の
際
、
井
戸
兵
庫
県
知

い
こ
と
は
、
開
通
式
の
際
、
井
戸
兵
庫
県
知

事
が
県
の
職
員
に
指
摘
を
し
て
お
ら
れ
ま
し

事
が
県
の
職
員
に
指
摘
を
し
て
お
ら
れ
ま
し

た
。
た
。
今
後
、
で
き
る
だ
け
利
便
性
が
高
ま
る

よ
う
、
新
温
泉
土
木
事
務
所
に
要
請
を
い
た

し
ま
す
。（
町
長
）

国
道
４
８
２
号

国
道
４
８
２
号

秋
岡
〜
若
桜
町
間
の
拡
幅

秋
岡
〜
若
桜
町
間
の
拡
幅

～まちの未来未来を考える～

町 政 町 政 懇 談 会懇 談 会

一
点
集
中
型
の
予
算
編
成

一
点
集
中
型
の
予
算
編
成

問問　　
今
後
、
人
口
減
少
が
加
速
化
し
て

今
後
、
人
口
減
少
が
加
速
化
し
て

い
く
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
の
で
あ

い
く
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
の
で
あ

れ
ば
、
一
点
集
中
の
予
算
を
編
成
で
き
な
い

れ
ば
、
一
点
集
中
の
予
算
を
編
成
で
き
な
い

の
か
。
教
育
や
観
光
な
ど
、
一
分
野
一
点
集

の
か
。
教
育
や
観
光
な
ど
、
一
分
野
一
点
集

中
の
施
策
を
打
た
な
い
と
、
人
口
減
少
の
問

中
の
施
策
を
打
た
な
い
と
、
人
口
減
少
の
問

題
解
決
に
は
つ
な
が
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

題
解
決
に
は
つ
な
が
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

例
え
ば
５
カ
年
計
画
で
、
年
１
〜
３
億
円
使

例
え
ば
５
カ
年
計
画
で
、
年
１
〜
３
億
円
使

う
な
ど
の
集
中
投
資
が
で
き
な
い
の
か
。

う
な
ど
の
集
中
投
資
が
で
き
な
い
の
か
。

答答　
広
い
町
域
や
さ
ま
ざ
ま
な
産
業
を

　

広
い
町
域
や
さ
ま
ざ
ま
な
産
業
を

有
す
る
本
町
の
予
算
は
、
大
部
分
が

有
す
る
本
町
の
予
算
は
、
大
部
分
が

義
務
的
な
予
算
と
な
り
、
残
り
の
予
算
を
何

義
務
的
な
予
算
と
な
り
、
残
り
の
予
算
を
何

ら
か
の
事
業
に
特
化
し
て
集
中
投
下
す
る
こ

ら
か
の
事
業
に
特
化
し
て
集
中
投
下
す
る
こ

と
は
難
し
く
、
こ
の
予
算
を
３
年
、
５
年
と

と
は
難
し
く
、
こ
の
予
算
を
３
年
、
５
年
と

集
中
的
に
投
下
し
た
と
し
て
も
、
町
民
所
得

集
中
的
に
投
下
し
た
と
し
て
も
、
町
民
所
得

の
向
上
に
つ
な
げ
る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え

の
向
上
に
つ
な
げ
る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え

ま
す
が
、
今
後
、
知
恵
を
絞
り
、
人
口
減
少

ま
す
が
、
今
後
、
知
恵
を
絞
り
、
人
口
減
少

を
食
い
止
め
る
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

を
食
い
止
め
る
対
策
を
推
進
し
ま
す
。（
町

長
）
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問　
職
員
採
用
に
つ
い
て
、
Ｕ
タ
ー
ン

者
や
Ｉ
タ
ー
ン
者
を
増
や
す
こ
と
を

考
え
た
と
き
、
町
職
員
と
し
て
働
き
た
い
と

意
欲
の
あ
る
人
に
門
戸
を
広
く
開
く
べ
き
で
、

再
度
、
年
齢
の
上
限
の
検
討
を
お
願
い
し
た

い
。答　

保
健
師
や
調
理
員
は
、
年
齢
条
件

を
上
げ
て
い
ま
す
が
、
一
般
行
政
職

は
26
歳
を
上
限
と
し
て
い
ま
す
。
で
き
る
だ

け
新
卒
に
近
い
若
い
人
を
採
用
し
、
組
織
の

中
で
育
て
る
方
が
よ
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

就
職
説
明
会
を
開
催
す
る
な
ど
積
極
的
に
Ｐ

Ｒ
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。（
町
長
）

職
員
採
用
に
つ
い
て

職
員
採
用
に
つ
い
て

問　
安
全
・
安
心
な
町
づ
く
り
に
は
防

犯
カ
メ
ラ
の
設
置
が
必
要
で
あ
る
と

思
う
。
町
内
全
体
を
見
渡
し
、
年
次
計
画
を

作
成
し
て
設
置
す
れ
ば
、
防
犯
に
強
い
町
づ

く
り
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

答　
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
際
、
自

治
会
な
ど
が
申
請
す
れ
ば
、
か
か
る

費
用
の
３
分
の
１
を
町
が
、
８
万
円
を
県
が

支
援
す
る
施
策
が
あ
り
ま
す
。
幹
線
道
路
と

の
重
要
な
交
差
点
な
ど
は
町
が
責
任
を
も
っ

て
設
置
を
し
ま
す
が
、
地
域
の
自
治
会
な
ど

が
必
要
だ
と
思
う
場
所
に
つ
い
て
は
、
要
望

に
沿
っ
て
町
や
県
が
助
成
を
行
い
ま
す
。（
町

長
） 防

犯
カ
メ
ラ
の
設
置

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

問　
香
住
区
の
海
岸
部
に
あ
る
キ
ャ
ン

プ
場
は
、
６
月
24
日
〜
９
月
30
日
の

期
間
は
キ
ャ
ン
プ
禁
止
と
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
期
間
を
通
年
に
拡
大
で
き
な
い
か
。

答　
香
住
青
年
会
議
所
で
は
、
キ
ャ
ン

ピ
ン
グ
カ
ー
で
宿
泊
が
で
き
る
場
所

の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、

キ
ャ
ン
パ
ー
を
排
除
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

料
金
を
徴
収
し
て
楽
し
め
る
場
所
を
、
町
や

民
間
が
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
の
で
、
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。（
町
長
）

海
岸
部
の
キ
ャ
ン
プ
禁
止

海
岸
部
の
キ
ャ
ン
プ
禁
止

大
学
の
研
修
所
な
ど
の
誘
致

大
学
の
研
修
所
な
ど
の
誘
致

問　
水
産
関
連
大
学
の
研
究
所
な
ど
を

誘
致
で
き
な
い
か
。
水
産
資
源
の
養

殖
な
ど
の
研
究
施
設
が
あ
れ
ば
、
大
学
卒
業

後
に
Ｕ
タ
ー
ン
で
き
る
人
も
増
え
る
の
で
は

な
い
か
。

答　
近
畿
大
学
に
水
産
関
連
施
設
の
誘

致
を
要
望
し
て
い
ま
し
た
が
、
水
温

な
ど
の
条
件
が
非
常
に
厳
し
い
と
の
回
答
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
他
方
面
で
は

水
産
関
係
者
に
よ
る
港
の
再
興
構
想
を
進
め

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
水
産
振
興
と
合
わ

せ
て
、
人
口
減
少
対
策
と
し
て
も
期
待
し
て

い
ま
す
。（
町
長
）

村
岡
区
中
央
公
民
館
の

村
岡
区
中
央
公
民
館
の

問　
村
岡
区
中
央
公
民
館
に
は
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
が
な
い
。
２
階
で
会
議
を

開
い
て
も
、
高
齢
者
や
車
い
す
の
人
は
上
が

れ
な
い
の
で
設
置
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

答　
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
だ
け
を
増
設
す
る

こ
と
は
技
術
的
に
は
で
き
る
と
は
思

い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
よ
り
も
ま
ず
建
物

全
体
の
老
朽
化
の
進
行
が
問
題
だ
と
考
え
て

い
る
た
め
設
置
は
厳
し
い
と
思
い
ま
す
。
今

後
、
老
朽
化
し
た
施
設
を
全
て
建
て
替
え
る

と
い
う
の
は
財
政
的
に
困
難
で
す
の
で
、
年

次
計
画
で
必
要
性
を
見
極
め
て
、
整
備
し
て

い
き
ま
す
。（
町
長
）

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置

▲浜上町長に町政の質問をする参加者（香住会場）

▲町民の質問に回答する浜上町長

▲浜上町長に町政の質問をする参加者（小代会場）
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①採用と退職

職種 採用 退職
一般行政職 5人 2人
教育職 1人 1人
企業職 5人 2人
医師職 － －
看護職 － －
技能労務職 1人 2人
合　計 12人 7人

※ 採用は平成 30 年 4 月 2 日～平成 31 年 4 月 1 日
※ 退職は平成 30 年度中
※ 企業職は公立香住病院の職員で、医師、医療技術職、
看護師など
※ フルタイム再任用職員の採用を含む

　香美町職員の任用、給与、服務など人事行政の運営状況について、平成 30 年度の概要をお知らせします。

　これは「地方公務員法」および「香美町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づき、人事行政

の公平性、透明性を高めることを目的として行うものです。

②部門別職員数の状況

職種
職員数 対前年

増減数30年 31 年

一般行政部門 141 人 143 人 2人
一般管理 99人 101 人 2人
福祉 42人 42 人 0人

特別行政部門 37人 36 人 △ 1人
教育 37人 36 人 △ 1人

公営企業等会計部門 109 人 113 人 4人
病院 82人 85 人 3人
水道 6人 7人 1人
下水道 4人 4人 0人
その他 17人 17 人 0人
合　計 287 人 292 人 5人

※ 各年 4月 1日現在の数値
※ 地方公共団体定員管理調査による職員数で、町長、
副町長、教育長を除いた人数

③定員管理の数値目標の年次別進ちょく状況の概要

部門
職員数 32 年の数値

目標（Ｃ）
進ちょく率

17年（Ａ） 27年 31 年（Ｂ）

一般行政部門 213 人 145 人 143 人 144 人 101.4％
特別行政部門 54人 38 人 36 人 39 人 120.0％
公営企業等会計部門 47人 35 人 32 人 35 人 125.0％

合　計 314 人 218 人 211 人 218 人 107.3％

※ 各年 4月 1日現在の数値
※ 進ちょく率は（B－ A）／（C－ A）× 100 で求めた率
※公立香住病院を除く

職員数（Ａ） 177 人
給与費（Ｂ） 1,051,600 千円
給料 672,482 千円
職員手当 110,763 千円
期末・勤勉手当 268,355 千円

一人当たり給与費（Ｂ / Ａ） 5,941 千円

②職員給与費の状況

※ 平成 30 年度普通会計決算額を基に計算
※ 職員数は、平成 30 年 4 月 1日現在の人数
※ 職員手当には、退職手当を含まない

①人件費の状況

住民基本台帳人口 17,621 人
歳出額（Ａ） 14,545,890 千円
実質収支 409,554 千円
人件費（Ｂ） 1,869,166 千円
人件費率（Ｂ / Ａ） 12.9％
前年度人件費率 13.5％

※ 住民基本台帳人口は平成 30 年度末現在の数値
※ 平成 30 年度普通会計決算額を基に計算
※ 人件費には、一般職給与や共済費（社会保険料）の
ほかに、特別職給与、議会議員報酬、各種委員や消
防団員など非常勤職員に支給される報酬などを含む

　 人件費（B）は、前年度比 13,011 千円の減

④ラスパイレス指数の状況

年度 ラスパイレス指数
平成 30年度 94.3
平成 29年度 94.7

※ 各年 4月 1日現在の数値
※ ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与
水準を 100 とした場合の職員の給与水準を
示す指数

⑤職員の初任給の状況

区分
初任給

香美町 国
一般行政職
大学卒 180,700 円 180,700 円
高校卒 148,600 円 148,600 円

技能労務職
高校卒 1級 150,700 円 －
高校卒 2級 155,500 円 －

教育職
大学卒 180,700 円 －
短大卒 161,300 円 －

※ 平成 31 年 4 月 1 日現在の数値

　職員の能力および業績を把握した上で行う人事評価制度を本格導入しており、「業績評価」と「能力評価」

の両面から評価を行いました。

　人事評価結果は翌年度の勤勉手当に反映するとともに、人材育成（職員研修）や分限などに活用しています。

●問い合わせ先　役場総務課

令和元年 10 月公表

人事行政の運営などの状況人事行政の運営などの状況

１ 職員の任免および職員数の状況１ 職員の任免および職員数の状況

２ 職員の人事評価の状況２ 職員の人事評価の状況

３ 職員の給与の状況３ 職員の給与の状況

③ 職員の平均年齢、平均給料月

額および平均給与月額の状況

一般行政職
平均年齢 43.8 歳
平均給料月額 320,400 円
平均給与月額 368,500 円

技能労務職
平均年齢 56.5 歳
平均給料月額 318,900 円
平均給与月額 351,400 円

教育職
平均年齢 41.0 歳
平均給料月額 290,700 円
平均給与月額 329,200 円

※ 平成 31 年 4 月 1 日現在の数値
※ 給与は、給料と諸手当（扶養手当、通勤手
当など）の合計額
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区分 標準的な職務内容 職員数 構成比
1級 主事 18人 11.2％
2級 主事 9人 5.6％
3級 主査 60人 37.5％
4級 主幹 42人 26.3％
5級 副課長、課長 17人 10.6％
6級 課長 14人 8.8％

合　　計 160 人 100.0％

⑦一般行政職の級別職員数などの状況

※ 平成 31 年 4 月 1 日現在の数値
※ 町の給与条例に基づく行政職給料表の級区分による職員数
※ 標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する職員の代表的な
職務

⑧職員手当の状況

区分
香美町 国

期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当
6月期 1.30 月 0.925 月 1.30 月 0.925 月
12 月期 1.30 月 0.925 月 1.30 月 0.925 月
計 2.60 月 1.85 月 2.60 月 1.85 月

加算措置
職制上の段階、職務の
級などによる加算措置

職制上の段階、職務の
級などによる加算措置

（1）期末・勤勉手当

※ 令和元年 10 月 1 日現在の数値

区分
香美町 国

自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年
勤続 20年 19.6695 月 24.586875 月 19.6695 月 24.586875 月
勤続 25年 28.0395 月 33.27075 月 28.0395 月 33.27075 月
勤続 35年 39.7575 月 47.709 月 39.7575 月 47.709 月
最高限度額 47.709 月 47.709 月 47.709 月 47.709 月

加算措置
定年前早期退職特例措置
（2％～ 45％加算）

定年前早期退職特例措置
（2％～ 45％加算）

退職時
特別昇給

なし なし

（2）退職手当

※ 平成 31 年 4 月 1 日現在の数値

対象地域 支給率 対象職員数 国の制度（支給率）
神戸市 9.4％ 2人 12％

（3）地域手当

※ 平成 31 年 4 月 1 日現在の数値

区分 全職種
支給実績 42,644,000 円
支給職員一人当たり平均支給年額 292,082 円

（5）時間外勤務手当

※ 平成 30 年度普通会計決算額を基に計算

区分 全職種
支給実績 53,500 円
支給職員一人当たり平均支給年額 7,710 円
職員全体に占める手当支給職員数（割合） 7人（4.0％）

手当の種類
危険作業手当
死体処理従事手当
廃棄物処理業務手当

（4）特殊勤務手当

※ 平成 30 年度普通会計決算額を基に計算

手当名、内容および支給単価
国の制度との比較

違いの有無 相違点
扶養手当

扶養親族のある職員に対して支給
①子：月額 10,000 円
②配偶者、父母など：月額 6,500 円
※ 特定期間（16歳～ 22歳）の子は、月額 5,000 円を加算

無 ―

住居手当

自ら居住するための住宅を借り受け、家賃を支払っている職員に対して支給
　支給限度額：月額 27,000 円

無 ―

通勤手当

通勤のため交通機関、自動車などを使用している職員に対して支給
（通勤距離が 2㎞未満である職員を除く）
①交通機関などを利用
・運賃など相当額（鉄道など利用者は 6ヵ月定期券の額）
・支給限度額：月額 55,000 円
②自動車などを利用
・通勤距離に応じて月額 2,100 円～ 31,600 円

一部異なる
②の場合、使用距離区分
が国よりも細かい

（6）そのほかの手当

※ 平成 31 年 4 月 1 日現在の数値

区分
経験年数

10年 15 年 20 年
一般行政職
大学卒 246,600 円 284,600 円 320,400 円
高校卒 213,300 円 252,300 円 295,300 円

技能労務職
高校卒 該当者なし 該当者なし 該当者なし
中学卒 該当者なし 該当者なし 該当者なし

教育職
大学卒 246,600 円 284,600 円 319,000 円
短大卒 226,600 円 265,700 円 300,600 円

⑥職員の経験年数・学歴別平均給料月額の状況

※ 平成 31 年 4 月 1 日現在の数値
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※令和元年 10 月 1 日現在の数値

職名 区分 月額 区分 支給割合
町長

給料

752,000 円

期末手当
6月期：2.225 月
12 月期：2.225 月
合　計：4.450 月

副町長 616,000 円
教育長 564,000 円
病院事業管理者 526,000 円
議長

報酬
321,000 円

期末手当
6月期：2.225 月
12 月期：2.225 月
合　計：4.450 月

副議長 237,000 円
議員 214,000 円

⑨特別職の報酬などの状況

概要 平均取得日数

1年につき 20日付与
※翌年に繰り越し可能（最大 20日）

10.7 日

②年次有給休暇の取得状況

※ 平成 30 年 1 月 1 日～同年 12 月 31 日までの数値
※ 年間を通して在職した一般職の平均取得日数

①勤務時間の状況

※ 令和元年 4月 1日現在の数値

勤務時間
開始時刻 午前 8時 30分
終了時刻 午後 5時 15分

休憩時間 正午～午後１時
週休日 土曜日、日曜日
１週間の正規の勤務時間 38時間 45分

平成 30年度中に新たに育児休業を取得した職員 4人

平成 29年度から引き続き育児休業を取得している職員 6人

③育児休業の取得状況

※ 平成 30 年度の数値
※ 育児休業とは、職員が 3歳に満たない子を養育するために休業することができる
制度で、この期間中の給与は支給されない

①職務専念の義務の免除

　職員は、地方公務員法により、職務に専念する義

務がありますが、法律または条例に特別の定めがあ

る場合に、限定的に当該義務を免除されることがあ

ります。

　条例で職務専念義務を免除できる場合としては、

休暇のほか「香美町職員の職務に専念する義務の特

例に関する条例」で規定しており次の場合などがあ

ります。

・ 職員の資質および職務遂行能力の向上を図るため

の研修を受ける場合

・ 職務の遂行に関連のある資格の試験を受験または

更新する場合

・ 職務執行に関し密接な関連のある国、県またはほ

かの地方公共団体もしくは公共的団体の職務に従

事する場合

・ 消防団員または水防団員としての業務に従事する場合

・ 定期健康診断または町長が認める健康診断を受ける場合

②営利企業などの従事制限に関する許可

　職員は、地方公務員法により、営利企業などへの

従事が制限されています。ただし、任命権者の許可

を受けて営利企業などに従事することが認められて

います。第 3セクターの役員に就任する場合など

がこれにあたります。

４ 職員の勤務時間と勤務条件の状況４ 職員の勤務時間と勤務条件の状況

５ 職員の分限および懲戒処分の状況５ 職員の分限および懲戒処分の状況

６ 職員の服務の状況６ 職員の服務の状況

①分限処分の状況

※ 平成 30 年度の数値
※ 分限処分とは、勤務成績が良くない場合、心身故障のために職務遂行に
支障がある場合、長期休養を要する場合などに、公務能率の維持および
その適正な運営の確保を目的として、降任、免職、休職、降給させる不
利益処分のことをいう

処分件数
内　　　訳

降任 免職 休職 降給
0件 0件 0件 2件 0件

②懲戒処分の状況

※ 平成 30 年度の数値
※ 懲戒処分とは、法律または条例、規則に違反した場合、職務上の義務に
違反し、または職務を怠った場合、全体の奉仕者たるにふさわしくない
非行のあった場合に、戒告、減給、停職、免職となる不利益処分のこと
をいう

処分件数
内　　　訳

戒告 減給 停職 免職
2件 1件 1件 0件 0件
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※ 平成 30 年度の数値※平成 30 年度の数値

主催者 研修名および受講者数

兵庫県自治研修所 職員 1部研修 2人、監督職研修 2人、管理職研修 4人、政策づくりの基本研修 1人

但馬広域行政事務組合
人権研修 ( Ⅰ ) 4 人、管理職員研修 1人、中堅職員研修 2人、新任職員研修（前期・後期）6人、
地方自治法研修 2人、民法研修 2人、法制執務研修 2人、監督職研修 1人、行政法研修 2人

兵庫県町村会
中堅職員ブラッシュアップ研修 2人、係長役割認識研修会 1人、課長役割認識研修会 1人、輝く
地域づくり研修会 5人、エルダー研修 1人

兵庫県自治協会 パソコン研修 7人

兵庫県 財政担当職員研修 1人

全国市町村国際文化研修所 地域おこし協力隊研修 1人

ふれあい旅行実行委員会 第 30回ふれあい旅行福祉ボランティア研修 9人

香美町
情報セキュリティ研修 273 人、交通安全講習会 401 人、評価者研修 36 人、中堅職員研修 59 人、
新任職員研修 6人、人権研修 100 人、サイバー攻撃対処セミナー 92人、債権管理研修 69人、私
債権管理研修 21人、地域連携教育研修（鳥取大学）6人、やさしい日本語研修 23人

区分 実施状況

競争試験 8人

選考 4人

※ 平成 30 年度の数値
※  職員の採用方法は、試験と選考の 2種類
　 選考による採用は、医師など免許や資格などを
必要とする職などに限られている

区分 実施状況

勤務条件に関する措置の要求状況 0件

不利益処分に関する不服申し立ての状況 0件

※ 平成 30 年度の数値
※ 公平委員会は、地方自治法および地方公務員法に定められた、職員
の勤務条件に関する措置の要求や職員に対する不利益処分を審査し、
必要な措置を行う行政委員会

　 香美町では、地方公務員法の規定に基づき但馬の市町で共同設置し
た「但馬公平委員会」で事務処理が行われている

①福利厚生の状況

※ 平成 30 年度

区分 内容

健康管理
定期健康診断、ストレスチェック、人間ドック、脳ドック、
子宮がん検診を実施

共済制度

職員は、兵庫県市町村職員共済組合または公立学校共済組合
に加入しています。職員の掛け金と、町の負担金で運営され、
短期（医療保険）、長期（公的年金）、福祉（保健、貯金、貸付）
などの事業を行っています。

互助制度

職員は、（一財）兵庫県市町職員互助会または（一財）兵庫県
学校厚生会に加入しています。共済制度と同じく、職員の掛
け金と、町の負担金で運営され、福利厚生事業（各種見舞金、
各種祝金、弔慰金などの給付）を行っています。

②公務災害など認定状況

項目 件数

公務災害発生件数 3件

通勤災害発生件数 0件

※ 平成 30 年度の数値
※ 職員は、公務上または通勤時に発生した災害
によって身体的損害を受けた場合、補償を受
けることができる

　地方公務員法第 38条の 2の規定により、営利企業などに再就職した元職員が、離職前の職務に関して、現

職職員への働きかけをすることが禁止されています。

　本町でも、同法の規定によって退職管理の適正化を図るように取り組んでいます。

９ 職員の福祉および利益の保護の状況９ 職員の福祉および利益の保護の状況

10 職員の競争試験および選考の状況10 職員の競争試験および選考の状況 11 公平委員会の報告事項11 公平委員会の報告事項

８ 職員の研修の状況８ 職員の研修の状況

７ 職員の退職管理の状況７ 職員の退職管理の状況
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●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
観
光
商
工
課
神
戸
営
業
所

10
月
18
日
、
会
場
が
香
美
町
一
色
に

免
許
・
資
格
を
証
明
す
る
書
類
の
写
し
、
ま

た
は
免
許
・
資
格
取
得
見
込
証
明
書
を
添
付

し
て
同
病
院
事
務
局
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

（
郵
送
可
）。

提
出
期
限

　

令
和
２
年
１
月
14
日
（
火
）
ま
で
の
平
日

８
時
30
分
か
ら
17
時
15
分
の
間
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
（
郵
送
の
場
合
は
令
和
２
年
１
月

14
日
（
火
）
必
着
）。

　

公
立
香
住
病
院
職
員
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

職
種
、
採
用
予
定
人
数

　

看
護
師
…
若
干
人

受
験
資
格
な
ど

　

 　

昭
和
43
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
、

看
護
師
の
免
許
を
有
す
る
人
、
ま
た
は
令

和
２
年
３
月
31
日
ま
で
に
取
得
見
込
み
の

人

　

※ 

期
限
ま
で
に
免
許
を
取
得
で
き
な
か
っ

た
場
合
、
試
験
に
合
格
し
て
も
採
用
を

取
り
消
し
ま
す
。

採
用
予
定
日

　

令
和
２
年
４
月
１
日
以
降

試
験

　

▼
と
き
・
と
こ
ろ

 　
　

・
令
和
２
年
１
月
26
日
（
日
）

　
　

※
時
間
は
応
募
者
に
個
別
に
通
知
し
ま
す
。

　
　

・
公
立
香
住
病
院

　

▼
結
果
発
表

　
　

令
和
２
年
２
月
中
旬

申
込
方
法

　

市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

　

ひ
ょ
う
ご
五
国
ワ
ー
ル
ド　

三
宮
横
丁
で

香
美
町
フ
ェ
ア
開
催
記
念
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
、
同
店
は
予
約
で
満
席
。
イ
ベ
ン
ト

は
、
本
町
出
身
の
吉
本
芸
人
、
藤
村
泰た

い

へ

い平
さ

ん
の
コ
ン
ビ
「
電
氣
ブ
ラ
ン
」
の
進
行
の
も

と
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
メ

イ
ン
の
「
素
人
競
り
市
」
で
は
、
１
万
円
相

当
の
香
住
ガ
ニ
な
ど
、
本
町
の
特
産
品
を
お

み
や
げ
に
持
ち
帰
ろ
う
と
、
競
り
人
と
し
て

招
か
れ
た
但
馬
漁
業
協
同
組
合
の
職
員
に
向

か
っ
て
前
の
め
り
に
手
を
挙
げ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
じ
く
本
町
出
身
の
西
村
一い

っ

せ

い生
さ

ん
に
よ
る
但
馬
牛
ラ
ー
メ
ン
の
提
供
も
行
わ

れ
、
会
場
は
本
町
一
色
に
染
ま
り
ま
し
た
。▲参加者に無料でラーメンを振る舞う西村さん

▲浜上町長から競り落とした香住ガニを受け取る参加者 ▲電気ブラン（両端）の進行で香住ガニを競る漁協の職員（中央 2人）

　

看
護
師
は
、
令
和
元
年
度
中
途
採
用

の
正
規
職
員
、
臨
時
職
員
も
随
時
募
集

し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
公
立
香
住
病
院
Ｈ
Ｐ
ま

た
は
広
報
８
月
号
の
折
り
込
み
チ
ラ
シ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

 http://w
w
w
2
.nka
nsa
i.ne.jp/o

rg
/

kasum
ihp/
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住
民
票
の
写
し
な
ど
に
旧
氏
の
併
記
が
で
き
ま
す

住
民
票
の
写
し
な
ど
に
旧
氏
の
併
記
が
で
き
ま
す

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
町
民
課

暮
ら
し
や
す
い
社
会
を
目
指
し
て

　

女
性
が
活
躍
で
き
る
社
会
づ
く
り
を
目
的

と
し
て
、
住
民
基
本
台
帳
法
施
行
令
な
ど
の

一
部
改
正
お
よ
び
香
美
町
印
鑑
条
例
の
一
部

改
正
が
さ
れ
、
11
月
５
日
か
ら
住
民
票
の
写

し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
印
鑑
登
録
証

明
書
な
ど
に
記
載
さ
れ
る
氏
名
と
併
せ
旧

き
ゅ
う
う
じ氏

（
旧
姓
）
の
記
載
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
旧
氏
が
公
証
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
、
本
人
確
認
や
各
種
証
明
に
使
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

旧
氏
の
併
記
を
希
望
す
る
人
は
、
町
民
課

ま
た
は
各
地
域
局
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

記
載
で
き
る
旧
氏

・ 

旧
氏
を
初
め
て
併
記
す
る
場
合
は
、
過
去

の
氏
か
ら
選
ん
で
記
載
で
き
ま
す
。

・ 

一
度
記
載
し
た
旧
氏
は
、
婚
姻
な
ど
に
よ

り
氏
を
変
更
し
て
も
引
き
続
き
併
記
が
で

き
ま
す
。

・ 

旧
氏
は
、
他
市
区
町
村
に
転
入
し
て
も
引

き
続
き
記
載
で
き
ま
す
。

・ 

旧
氏
併
記
の
必
要
が
な
く
な
っ
た
場
合
は

削
除
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
再
度
旧
氏
を

記
載
す
る
場
合
は
、
削
除
後
に
氏
を
変
更

し
た
場
合
に
限
り
、
称
し
て
い
た
旧
氏
か

ら
選
択
し
記
載
で
き
ま
す
。

印
鑑
登
録

・
旧
氏
の
印
鑑
を
用
い
て
登
録
が
で
き
ま
す
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

・ 

戸
籍
謄
本
（
併
記
す
る
旧
氏
が
記
載
さ
れ

た
も
の
か
ら
現
在
ま
で
の
も
の
す
べ
て
）

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
お
持
ち
の
人
）

・ 
旧
氏
の
印
鑑
（
印
鑑
登
録
を
し
て
い
る
人

で
、
旧
氏
の
印
鑑
に
変
更
す
る
人
）

・ 

本
人
確
認
書
類
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、

運
転
免
許
証
な
ど
顔
写
真
付
き
の
も
の
）

※ 

旧
氏
併
記
の
申
請
に
は
戸
籍
謄
本
の
添
付

が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
婚
姻
届
と
同

時
の
申
請
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

新
し
い
被
保
険
者
証
（
保
険
証
）
は
、
11

月
下
旬
に
世
帯
主
宛
て
に
特
定
記
録
で
郵
送

し
ま
す
。
お
手
元
に
届
き
ま
し
た
ら
、
保
険

証
の
記
載
内
容
を
確
認
し
て
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
に
加
入
し

て
い
る
家
族
の
保
険
証
が
あ
る
か
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

●
保
険
証
の
有
効
期
限
に
つ
い
て

　

新
し
い
保
険
証
の
有
効
期
限
は
令
和
２
年

11
月
30
日
で
す
。
た
だ
し
、
期
限
ま
で
に
75

歳
に
到
達
し
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
移

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
更
新

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
更
新

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
健
康
課

12
月
１
日
か
ら
新
し
く
な
り
ま
す

行
す
る
人
な
ど
は
有
効
期
限
が
短
く
な
っ
て

い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
有
効
期
限
の
切
れ
た
旧
保
険
証
は
、

役
場
健
康
課
ま
た
は
各
地
域
局
健
康
福
祉
係

に
ご
返
却
い
た
だ
く
か
、
は
さ
み
な
ど
で
裁

断
し
て
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

●
他
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
の
に
届

い
た
と
き
は

　

国
保
か
ら
他
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
場

合
（
扶
養
を
含
む
）
は
、
す
み
や
か
に
国
保

の
保
険
証
を
返
却
し
、
資
格
喪
失
の
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※ 

就
職
や
転
職
な
ど
を
行
っ
た
場
合
、
新
し

い
勤
務
先
が
国
保
の
資
格
喪
失
手
続
き
を

行
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
本
人

や
ご
家
族
が
手
続
き
を
行
う
必
要
が
あ
り

ま
す
。

●
国
保
税
を
滞
納
し
て
い
る
と
…

　

特
別
の
事
情
が
な
く
国
保
税
を
滞
納
し
て

い
る
場
合
は
、
通
常
の
有
効
期
間
よ
り
短
い

短
期
被
保
険
者
証
や
資
格
証
明
書
を
交
付
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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公立・私立 施設名 電話番号
※1

入園対象年齢
※2

定員 認定区分
※3

幼稚園
※ 4

公立 香住幼稚園 36・0416 5 歳児 90人 1号認定

公立 奥佐津幼稚園 38・0492
5 歳児 30人 同上

4歳児 30人 同上

公立 佐津幼稚園 38・0786
5 歳児 30人 同上

4歳児 30人 同上

公立 柴山幼稚園 37・0554 5 歳児 30人 同上

公立 長井幼稚園 36・3232
5 歳児 30人 同上

4歳児 30人 同上

公立 余部幼稚園 34・0258
5 歳児 30人 同上

4歳児 30人 同上

公立 村岡幼稚園 94・0241 5 歳児 60人 同上

公立 うづか幼稚園 96・0968 5 歳児 60人 同上

公立 射添幼稚園 95・0648 5 歳児 60人 同上

保育所

公立 柴山保育所 37・0352 生後 12カ月～ 4歳児 45 人 2、3号認定

私立 みなと保育園 36・1053 生後 5カ月～ 4歳児 90 人 同上

私立 青葉保育園 36・3135 生後 8カ月～ 4歳児 100 人 同上

私立 宝樹保育園 80・9013 生後 8カ月～ 4歳児 71 人 同上

認定こども園

公立 小代認定こども園 97・2039
3 ～ 5歳児 6人 1号認定

1～ 5歳児 44人 2、3号認定

入園対象年齢 生年月日の含まれる期間

5 歳児 平成 26 年 4 月 2 日～平成 27 年 4 月 1 日

4歳児 平成 27 年 4 月 2 日～平成 28 年 4 月 1 日

3歳児 平成 28 年 4 月 2 日～平成 29 年 4 月 1 日

2歳児 平成 29 年 4 月 2 日～平成 30 年 4 月 1 日

1歳児 平成 30 年 4 月 2 日～平成 31 年 4 月 1 日

0歳児 平成 31 年 4 月 2 日～

※ 1 市外局番はすべて 0796
※ 2  入園対象年齢は右の表の期間に生まれた子どもを指し

ます。
※ 3 認定区分は次のとおりです。
　　1号認定（満 3歳以上の教育）
　　2号認定（　　〃　　　保育）
　　3号認定（満 3歳未満の保育）
※ 4 居住地により入園できる幼稚園を定めています。

　申請書は、11 月 15 日（金）以降に、利用を

希望する施設または町教育委員会こども教育課、

役場福祉課、小代地域局に備え付けます。在園児

には、園を通じて配布します。

　なお、申請書の受付期間、提出先は右記のとお

りです。年度途中から入所を希望される場合でも、

この期間から申し込みを受け付けます。また、期

限後も随時、申し込みを受け付けますが、利用決

定が遅れることがあります。

受付期間

11 月 25 日（月）～ 12月 13 日（金）

提出先

利用を希望する施設・事業 申請書提出先

町内の幼稚園
各幼稚園、町教育委員会こども教
育課

町内の保育所、小代認定こど
も園

 町教育委員会こども教育課、役場
福祉課、小代地域局
※現況届は入園中の園でも可

町外の幼稚園、保育所、認定
こども園、地域型保育事業

町教育委員会こども教育課

※  0 歳児のお子さんの入園の可否については事前に各施設にご相
談ください。

①園児を募集する施設①園児を募集する施設

②申し込み方法②申し込み方法

●問い合わせ先　町教育委員会こども教育課

幼稚園・保育所・認定こども園

令和 2年度の園児を募集します令和 2年度の園児を募集します
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元
気
に
体
を
動
か
す
こ
と
で
、
肥
満
の
予

防
、
改
善
や
血
糖
値
、
血
圧
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
値
の
悪
化
な
ど
の
生
活
習
慣
病
の
リ
ス
ク

を
下
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
ロ
コ

モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
注
１
）
や
う
つ

病
、
認
知
症
な
ど
の
予
防
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。

　

日
頃
、
あ
ま
り
体
を
動
か
さ
な
い
生
活
を

し
て
い
る
と
、
10
分
の
運
動
で
さ
え
面
倒
と

思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
意
識
し
て
し
っ

か
り
体
を
動
か
し
て
い
る
と
、
元
気
に
な
り
、

や
る
気
が
出
て
き
ま
す
。

　

た
っ
た
10
分
、
さ
れ
ど
10
分
で
す
。
こ
の

の
積
み
重
ね
が
、
体
力
の
維
持
向
上
、
健
康

増
進
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
ず
は
、
毎
日
の

生
活
の
中
で
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
、
少

し
ず
つ
体
を
動
か
す
機
会
を
設
け
て
み
ま
せ

ん
か
。 けけ

んん
ここ
うう広

場
広
場

今
よ
り
も

今
よ
り
も
1010
分
多
く
体
を
動
か
し
て

分
多
く
体
を
動
か
し
て

　
　
　
　
　

健
康
づ
く
り
を
は
じ
め
ま
し
ょ
う
！

　
　
　
　
　

健
康
づ
く
り
を
は
じ
め
ま
し
ょ
う
！

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
健
康
課

体
を
動
か
せ
る
場
面
に
気
づ
く

体
を
動
か
せ
る
場
面
に
気
づ
く

た
く
さ
ん
の
人
と
つ
な
が
る

た
く
さ
ん
の
人
と
つ
な
が
る

　

一
人
で
も
多
く
の
家
族
や
仲
間
と
つ
な

が
っ
て
、
楽
し
み
な
が
ら
続
け
て
い
く
こ
と

が
運
動
を
習
慣
づ
け
る
ひ
と
つ
の
秘
訣
で
も

あ
り
ま
す
。
教
室
や
習
い
事
に
行
っ
た
り
、

地
域
の
体
操
サ
ー
ク
ル
な
ど
の
集
ま
り
に
参

加
す
る
の
も
お
勧
め
で
す
。

　

ま
た
、
本
町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
生

涯
を
通
し
て
健
康
な
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、

健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
だ
人
に
ポ
イ
ン
ト

を
付
与
し
、
運
動
の
習
慣
の
動
機
づ
け
や
定

着
を
図
る
、
健
幸
ポ
イ
ン
ト
事
業
を
進
め
て

い
ま
す
。
運
動
を
す
る
こ
と
で
ポ
イ
ン
ト
が

た
ま
り
、
ポ
イ
ン
ト
を
健
康
グ
ッ
ズ
な
ど
の

景
品
と
交
換
で
き
ま
す
。
参
加
申
し
込
み
は

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
運
動
を
始
め
る

き
っ
か
け
に
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

（ 

注
１
）
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
ロ

コ
モ
）
と
は
、
骨
や
関
節
の
病
気
、
筋
力

の
低
下
が
原
因
で
、
転
倒
や
骨
折
を
し
や

す
く
な
り
、
自
立
し
た
生
活
が
で
き
な
く

な
る
危
険
性
が
高
い
状
態
の
こ
と

　

例
え
ば
、「
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
使
わ
ず
階

段
を
使
う
」「
自
転
車
通
勤
に
替
え
て
み
る
」

「
歩
い
て
買
い
物
へ
行
く
」「
駐
車
場
は
入
り

口
か
ら
遠
い
場
所
を
選
ぶ
」「
テ
レ
ビ
を
み

な
が
ら
柔
軟
体
操
や
筋
ト
レ
を
す
る
」
な
ど

も
そ
の
ひ
と
つ
で
す
。
気
軽
に
で
き
る
こ
と

か
ら
取
り
入
れ
て
み
ま
し
ょ
う
。

達
成
す
る
喜
び
を
知
る

達
成
す
る
喜
び
を
知
る

　

第
２
次
香
美
町
健
康
増
進
計
画
で
は
、「
日

常
生
活
に
お
け
る
歩
数
の
増
加
」
を
目
標
指

標
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
、日
常
生
活
の
中
で
「
い
つ
」「
ど

こ
で
」「
ど
ん
な
と
き
」
に
、
体
を
動
か
せ

る
場
面
が
あ
る
か
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

「
忙
し
く
て
運
動
す
る
暇
が
な
い
」「
時
間
を

決
め
て
運
動
す
る
の
は
苦
手
」
と
い
う
人
で

も
、
普
段
、
何
気
な
く
行
っ
て
い
る
動
作
に

ひ
と
工
夫
す
れ
ば
、
立
派
な
運
動
に
な
り
ま

す
。

　

１
０
０
０
歩
は
歩
く
時
間
に
し
て
約
１
０

分
に
な
り
ま
す
。「
一
日
に
○
○
歩
歩
こ
う
」

な
ど
自
分
な
り
の
目
標
を
決
め
て
達
成
す
る

喜
び
を
知
る
こ
と
も
運
動
を
続
け
て
い
く
こ

と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
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●問い合わせ先　町教育委員会教育総務課

　本町には小学校 10 校・1 分校、中学校 4校、幼稚園が 9園ありますが、そのほとんどが小規模校であり、

１学級当たりの園児、児童・生徒数や教職員一人がかかわる園児、児童・生徒数が少なく、個別指導がしやす

い教育環境にあります。このことを強みと捉え、一人一人を認めて育てる個に応じた指導に積極的に取り組む

など、学習の充実に努めています。

学校版教育環境会議とは
　学校版教育環境会議は町内の全小・中学校が毎年一定の時期に開催する会議で、校区の保護者や将来その学

校に通う予定の子どもの保護者、地域の皆さんを対象にしています。

　同会議は、各学校での教育に対するビジョンや方針、取組内容や実践活動などを説明し、保護者や地域の皆

さんに校区の教育について理解していただくとともに、学校統廃合について確認をしています。「当該学校が

魅力ある学校か」「地域の特色がある教育を行っているか」「信頼できるか」などの評価を受け、保護者や地域

の皆さんが学校を高く評価し、信頼関係が続いている場合は、学校を存続させていくこととしています。しか

し、出席者の 3分の 2以上が他校との統廃合を望ましいとし、統合すべきであると判断した場合は、町長に

対し、当該学校の廃止について、書面によって意思表示を行うことになっています。

　昨年度のアンケートでは、「学校の目指す方向や取組内容への理解が高まった」「少人数学級の取組が進化し

ていることを実感」というような肯定的な意見や「少人数

での学校生活、校外生活に対する不安がある」「部活の選

択肢の少なさが不安」というような児童生徒数の観点から

見ると不安であるという意見もありました。各学校はアン

ケートでいただいたご意見や結果に基づき自校の取組を確

認し、改善を図っています。

小規模校のよさを生かした教育環境小規模校のよさを生かした教育環境

▲一人一人の自由な発想を生かした図工の授業

　本年度も 10 月から校区ごとに同会議を開催していま

す。子どもたちや地域の将来を考えていただく大切な会

議です。各学校から開催のお知らせをしますので、多く

の皆さんの参加をお願いします。

▲学校間スーパー連携チャレンジプランによる合同授業の様子

▲長井小学校の学校版教育環境会議の様子
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皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
香
美
町
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
桑
原
真ま

こ

と琴
で
す
。
４
月
か
ら
、

た
じ
ま
高
原
植
物
園
を
拠
点
に
活
動
を
始
め

ま
し
た
。
植
物
園
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
更
新
や
、
園

内
作
業
、
来
園
者
の
対
応
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

早
速
で
す
が
皆
さ
ん
、
カ
ツ
ラ
の
木
の
葉

が
落
ち
る
と
キ
ャ
ラ
メ
ル
の
よ
う
な
香
り
が

漂
う
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
し
た
か
。
こ
れ
は

カ
ツ
ラ
の
葉
に
含
ま
れ
る
マ
ル
ト
ー
ル
と
い

う
香
気
成
分
の
影
響
で
、
カ
ツ
ラ
の
葉
が
乾

燥
す
る
と
マ
ル
ト
ー
ル
が
放
出
さ
れ
る
か
ら

で
す
。
当
園
の
シ
ン
ボ
ル
「
和
池
の
大
カ
ツ

ラ
」
も
も
ち
ろ
ん
、
秋
に
な
る
と
こ
の
香
り

が
広
が
り
ま
す
。

　

こ
ん
な
お
も
し
ろ
い
コ
ン
テ
ン
ツ
が
今
ま

で
当
園
で
は
当
た
り
前
の
こ
と
と
し
て
、
取

り
立
て
て
発
信
も
さ
れ
ず
埋
も
れ
て
し
ま
っ

て
い
ま
し
た
。
私
は
こ
ん
な
自
然
の
特
徴
を

皆
さ
ん
に
知
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
、
現
在
、

情
報
の
発
掘
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
の
夏
に
は
、
子
ど
も
を
対
象

に
、
園
内
の
間
伐
材
を
利
用
し
た
バ
ー
ド

コ
ー
ル
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
し
た
。

バ
ー
ド
コ
ー
ル
と
は
、
工
具
を
使
っ
て
木
に

開
け
た
ネ
ジ
穴
に
、
ネ
ジ
を
差
し
込
ん
で
こ

す
り
合
わ
せ
る
こ
と
で
こ
と
で
、
鳥
の
鳴
き

声
の
よ
う
な
、
か
わ
い
い
音
を
出
す
お
も

ち
ゃ
で
す
。

　

こ
の
日
は
、
木
の
硬
さ
や
樹
皮
の
特
徴
が

違
う
木
を
何
種
類
か
用
意
し
、
参
加
者
に
木

の
種
類
に
よ
る
音
の
違
い
な
ど
を
体
感
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。
ま
た
、
工
具
を
使
う
工
程

で
は
、
保
護
者
も
付
き
添
い
、
一
日
を
通
し

て
家
族
で
木
に
触
れ
合
っ
て
も
ら
い
、
森
と

親
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
当
園
の
魅
力
を
よ
り
多
く
の

人
に
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
仕
掛
け
づ
く

り
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
町

民
の
皆
さ
ん
は
入
園
が
無
料
で
す
。
ぜ
ひ

気
軽
に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。
併
せ
て
、

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
「tajim

a.g
arden

」
の

チ
ェ
ッ
ク
も
お
願
い
し
ま
す
。

▲子どもたちにバードコールの作り方を教える桑原隊員

香美町香美町
地域おこし地域おこし
協力隊日記協力隊日記
第32話第 32話

　火災が発生しやすい時季

を迎えます。住宅火災の発

生を防ぎ、火災から命を守

るため、次の７つのポイン

トを心がけましょう。

住宅防火　命を守る！７つのポイント

3つの習慣

・寝たばこは絶対にしない。

・ ストーブは燃えやすいものから離れた位置で使用

する。

・ ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず火を

消す。

4 つの対策

・ 逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置

する。

・ 寝具、衣類およびカーテンからの火災を防ぐため

住宅火災の発生を防ぐ！！住宅火災の発生を防ぐ！！

●問い合わせ先　役場防災安全課

防災対象物品を使用する。

・ 火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器な

どを設置する。

・ お年寄りや身体の不自由な人を守るために、近隣

の協力体制をつくる。

住宅用火災警報器ってなに？

　住宅用火災警報器は、火災により発生する煙を感

知し、音や音声により警報を発して火災の発生を知

らせてくれる機器です。

　火災死者の約 7割は住宅火災が原因です。住宅

用火災警報器を設置して火災から身を守りましょう。

　すでに設置されている家庭でも、住宅用火災警

報器の電池の寿命は約 10年といわれていますので、

適切に交換を行い、いざというときにきちんと働く

よう、定期的

に作動確認を

実施してくだ

さい。
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●問い合
わせ先

　いきい
き相談セ

ンター（
役場福祉課

内）

　℡ 07
96・36

・4004
（直通）

●
健
康
寿
命
と
介
護
予
防

　

現
在
、
本
町
の
高
齢
化
率
は
40
％
を

超
え
て
い
ま
す
。
団
塊
の
世
代
も
75
歳

を
迎
え
、
今
後
、
介
護
予
防
に
取
り
組

む
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

　

本
町
で
は
、
み
ん
な
で
健
康
寿
命
を

延
ば
し
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
で
き

る
限
り
日
常
生
活
が
送
れ
る
よ
う
「
香

美
町
元
気
体
操
サ
ー
ク
ル
」
を
展
開
し
、

元
気
活
性
化
に
努
め
て
い
ま
す
。
こ
の

取
組
は
現
在
、
町
内
43
か
所
で
実
施
中

で
す
。

元
気
体
操
っ
て
ど
ん
な
体
操
？

　

元
気
体
操
は
セ
ラ
バ
ン
ド
と
い
う
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
用
の
ゴ
ム
を
使
用
し
て
、

30
分
程
度
、
唱
歌
に
合
わ
せ
、
座
っ
て

体
を
動
か
す
も
の
で
す
。
セ
ラ
バ
ン
ド

の
種
類
で
強
度
を
調
整
し
、
体
に
合
っ

た
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

ど
ん
な
効
果
が
あ
る
の
？

　

３
カ
月
続
け
る
こ
と
で
、
体
力
の
維

持
・
向
上
効
果
が
得
ら
れ
ま
す
。
そ
の

ほ
か
に
も
、
転
倒
予
防
、
認
知
症
進
行

予
防
、
閉
じ
こ
も
り
・
う
つ
病
予
防
な

ど
、
体
力
向
上
以
外
の
効
果
も
期
待
で

き
ま
す
。

高
齢
で
も
筋
力
が
つ
く
の
？

　

90
歳
を
超
え
て
も
筋
力
・
運
動
能
力

は
上
が
り
ま
す
。
ま
た
、
継
続
す
る
こ

と
で
、
筋
力
は
維
持
さ
れ
ま
す
。「
継

続
は
力
な
り
！
」
で
す
。

始
め
た
地
域
か
ら
元
気
に

　

今
年
度
サ
ー
ク
ル
を
立
ち
上
げ
た
３

地
区
を
紹
介
し
ま
す
。

わ
い
わ
い
交
流
し
な
が
ら
介
護
予
防　

　
　
　
「
香
美
町
元
気
体
操
サ
ー
ク
ル
」

▲救急医療情報（②）の内容

再
度
体
力
測
定
を
し
て
比
較

　

運
動
を
続
け
て
い
く
た
め
に
は
、
効

果
を
実
感
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
体
力
測
定
を
し
て

効
果
を
確
か
め
る
こ
と
が
重
要
と
な
り

ま
す
。「
元
気
体
操
サ
ー
ク
ル
」
を
始

め
た
月
、
３
カ
月
後
、
６
カ
月
後
、
１

年
後
の
測
定
結
果
を
比
較
す
る
と
効
果

的
で
す
。

始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

次
の
条
件
が
整
え
ば
、
Ｃ
Ｄ
や
セ
ラ

バ
ン
ド
、
体
操
冊
子
な
ど
を
無
償
で
提

供
し
、
保
健
師
が
体
操
指
導
や
体
力
測

定
に
伺
い
ま
す
。

・
５
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
が
で
き
る
。

・
週
１
回
使
用
で
き
る
場
所
が
あ
る
。

・
Ｃ
Ｄ
を
再
生
で
き
る
機
器
が
あ
る
。

・
イ
ス
ま
た
は
座
布
団
が
あ
る
。

　

元
気
体
操
サ
ー
ク
ル
の
多
く
は
、
地

区
公
民
館
な
ど
で
、
住
民
の
皆
さ
ん
が

中
心
と
な
っ
て
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

１
人
だ
と
続
け
ら
れ
な
く
て
も
、
仲

間
が
い
る
と
楽
し
く
続
け
ら
れ
ま
す
。

　

体
操
を
き
っ
か
け
に
近
所
に
知
り
合

い
が
増
え
る
こ
と
で
、
地
域
と
の
つ
な

が
り
が
強
く
な
り
、
見
守
り
や
助
け
合

い
の
活
動
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

お
試
し
体
験
講
座
も
実
施
し
て
い
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

▲ 作業療法士の指導を受けながら、太ももの筋力アップ
に取り組んでいます

▲セラバンドを使って体操を行っています

香住区境

村岡区萩山
小代区大谷

▲  3 カ月後の体力測定で全員が下肢筋力・バランス能力・柔軟
性が向上しました
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えます。

　ガスボンベなどの分別は適切にお願いします。

可燃性ガスを使用したスプレー缶（一例）

・カセットコンロのガスボンベ

・殺虫スプレー

・ヘアスプレー

・消臭剤

※容器の表示を良く読んで処理しましょう。

分別方法

・中身を使い切る。

・屋外など換気の良い場所で容器に穴をあける。

・ 資源ごみの指定袋に入れて、カン・ビンの日

に出す。

※ キャップなどはリサイクルマークに従って分

別してください

【注意すること】

・ 中身が多く残ったまま穴を空けると、ガスが

一気に噴き出し危険です。

・ 可燃性ガスは空気より重いものが多いため、

室内では絶対行わないでください。

●
問

い
合
わせ先　役場

町
民

課

環
境
衛

生
からのお知

ら
せｅｃｏ

　これから寒さも深まり、鍋料理などでガスボンベを使

用する機会が多くなると思います。

　中身の入ったままで排出されたガスボンベなど、ボン

ベ内に残った可燃性ガスが原因と思われる、ごみ処理施

設やごみ収集車の火災事故が全国的に発生しています。

　町中を走るごみ収集車の火災事故は、住民や民家を巻

き込む被害に加え、収集車両を損失させ、その後の家庭

ごみ収集への支障をきたすなど、生活に多大な影響を及

ぼす恐れがあります。

　また、ごみ処理施設における事故でも同様のことがい

鍋の季節です鍋の季節です

相談は
　こちらへ…

役場消費生活センター（町民課内）　℡ 0796・36・1941（直通）たじま消費者ホットライン　℡ 0796・23・1999※相談無料で秘密は厳守 !!

　賢い消費者になりましょう！

活活費費 相相談談

郵便受け（ポスト）の訪問販売郵便受け（ポスト）の訪問販売

［事例］

　自宅に「郵便受け（ポスト）は要り

ませんか。お宅のは古いので、この際、

新しくしましょう。このあたりの人は

皆さん買ってますよ」と業者がやって

きた。

　1万 2,800 円で設置もすると勧めら

れ、新しくしようと思い、購入した。

　しかし、よく考えてみると、前のポ

ストも問題なく使えたし、買うんじゃ

なかったと後悔している。解約できる

か。

【ひとことアドバイス】

◆ 訪問販売では、8日間は無条件に解約できるクーリン

グ・オフ制度があります。

◆ クーリング ･オフは、はがきなどの書面で申し出を行

います。

◆ はがきに契約日、商品名、担当者名などを記入し、業

者に簡易書留で郵送します。はがきの両面コピーも忘

れずに取っておきましょう。

◆ 販売業者と連絡が取れず、お金を取り戻せないケース

もあり、注意が必要です。

◆ すぐに購入を決めてしまわずに、よく考え、要らない

ときはきっぱりと「購入しません」と断りましょう。

～ガスボンベなどの適切な分別を～～ガスボンベなどの適切な分別を～
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　9月 22 日、矢田川サブカルフェスタが村岡区の

道の駅「あゆの里矢田川」で開催されました。

　この日は同駅のキャラクター「矢田川あゆか」や

流通科学大学総合政策サークルの「佐竹葵
あおい

」などの

制作者が、ブースを設けてキーホルダーや缶バッジ

販売を行ったり、思い思いの衣装に身を包んだコス

プレーヤーと一緒に撮影を楽しんだりと交流を深め

ました。

　同駅の阿瀬大
だい す け

典駅長は、「若い人たちが本町を訪

れるきっかけづくりにサブカルはおもしろいのでは

と思い、各団体に参加を呼びかけました。600 円

のグッズを買いに東京からも来てもらえました」と

初めての開催に手ごたえを感じていました。

　9月 22 日、西川悟
ご へ い

平さんによるピアノコンサー

トが香住区中央公民館で開催され、米ニューヨーク

のカーネギーホールを満員にした演奏を聴こうと、

約 300 人が訪れました。

　西川さんは不治の病といわれているジストニアを

発症し、医者には二度とピアノを弾くことはできな

いと宣告されましたが、懸命なリハビリにより、右

手と、左指 2本の機能を回復させました。

　この日はショパンの「ノクターン」やビートルズ

の「レット・イット・ビー」などの曲を披露。曲間

には「7本しか動かなくなったのではなく、7本も

動いてくれることに感謝して演奏していきたい」と

自身の前向きな考え方を話してくれました。

▲所属団体が制作したのキャラクターにコスプレし、グッズを販売する参加者

▲卓越した演奏技術と表現力で会場を魅了する西川さん

　9月 29 日、村岡区・小代区周辺コースで村岡ダ

ブルフルウルトラランニングが開催され、全国から

参加した 1,928 人のランナーが 1,000 ｍ級の山々

を巡る、過酷なコースに挑みました。

　この大会は、100 ｋｍ、88 ｋｍ、66 ｋｍ、44

ｋｍの 4部門で行われ、各エイドでは、ドリンク

はもちろん、そうめんやお好み焼きなどの食事も提

供されました。

　100 ｋｍコースに出場した大阪府枚方市の櫻井

直
な お き

樹さんは「地元のおばあちゃんや高校生の温かい

応援のおかげで無事ゴールすることができました。

体と相談して、来年も参加したいです」と語ってく

れました。 ▲厳しいアップダウンを乗り越え、笑顔でゴールする参加者

コスプレ愛好家が集合　コスプレ愛好家が集合　～矢田川サブカルフェスタ～矢田川サブカルフェスタ～～

指が動かないぶん、心が動く音を　指が動かないぶん、心が動く音を　～西川悟平ピアノコンサート～～西川悟平ピアノコンサート～

健脚自慢が高低差約900ｍに挑む　健脚自慢が高低差約900ｍに挑む　～村岡ダブルフルウルトラランニング～～村岡ダブルフルウルトラランニング～
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好き嫌いせずに何でも食べてね 好き嫌いせずに何でも食べてね ～元気なからだをつくろう！食育コンサート～～元気なからだをつくろう！食育コンサート～

　10 月 17 日、村岡区の宝樹保育園で「元気なか

らだをつくろう！食育コンサート」が健康ひょうご

21県民運動推進会議、（公財）兵庫県健康財団の主

催で開催されました。

　この日は、同保育園と村岡区内の幼稚園の園

児、子育て支援センターの乳幼児の約 100 人が参

加。歌手グループ「クッキーズ」が食育の歌やダン

ス、クイズなどを行い、子どもたちに「早寝早起き

して、朝ご飯をしっかりと食べてください」などと

呼びかけました。

　同保育園の西村蓮
れ ん き

希園長は「子どもたちが食に対

する興味を持ち、何でも食べて強く育ってほしい」

と子どもたちの成長に期待していました。 ▲クッキーズの食育の歌に合わせて、園児も一緒に踊りました

　10 月 6日、但馬村岡ミニミニ駅伝大会が、うづ

かの森を発着点とした周回コースで行われました。

　今年で 32回目となる本大会には、小学生、中学生、

一般の部合わせて 83チーム 323 人が出場し、チー

ムで一本のタスキをつなぎました。

　ゴール手前に立ちはだかる上り坂では、顔をしか

め、歯を食いしばるランナーに、沿道の保護者や観

衆から大声援が送られました。

　小学校女子の部で小代小Ｆチームのアンカーと

して出場し、優勝のゴールテープを切った、同小 5

年生の穴田楓
か え ら

來さんは「練習通りの力が発揮できま

した」と語り、メンバーや関係者と喜びを分かち合っ

ていました。

　昨年の 3月に県指定重要無形文化財として指定

を受けた「香美町の三番叟」が 10月 2日の訓谷区

を皮切りに下浜区、香住自治会、森区、一日市区、

沖浦区、新屋区で奉納されました。

　本町の三番叟は室町時代から伝わり、拍子や歌に

合わせて踏子が天下太平や息災延命などを願って力

強い舞を披露する地域の伝統行事です。

　4日は秋祭りの宵宮として、帝
たい し ゃ く じ

釈寺境内薬師堂で

下浜三番叟が奉納されました。千
せん ざ い

歳役を務めた香

住小学校 3年生の関敬
きょ う し ろ う

志郎さんは「緊張したけど、

上手にできました」と満足した表情で語ってくれま

した。

▲懸命に次の走者へタスキをつなぐ選手

▲拍子や鼓に合わせて、舞を披露する「翁」役の踏子

伝統の舞、力強く　伝統の舞、力強く　～香美町の三番叟～～香美町の三番叟～

みんなでつないだタスキをゴールへ　みんなでつないだタスキをゴールへ　～但馬村岡ミニミニ駅伝大会～～但馬村岡ミニミニ駅伝大会～
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募　
　

集

募　
　

集

町
臨
時
職
員

町
臨
時
職
員

開　
　

催

開　
　

催

募
集
人
数

農
業
委
員
…
14
人

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
…
10
人

農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

精
神
障
害
者
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
研
修
会

精
神
障
害
者
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
研
修
会

　

県
立
大
学
大
学
院
地
域
資
源
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
研
究
科
で
は
、
受
験
生
の
皆
さ
ん
に
、
よ

り
詳
し
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
「
冬
の

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
」
を
実
施
し
ま
す
。

（
要
申
込
）

と
き
・
と
こ
ろ

12
月
22
日
（
日
）
13
時
45
分
〜
16
時
15
分

県
立
大
学
大
学
院　

豊
岡
ジ
オ
・
コ
ウ
ノ
ト

リ
キ
ャ
ン
パ
ス
（
豊
岡
市
祥
雲
寺
１
２
８
）

内
容

研
究
科
の
概
要
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
お
よ
び
入

試
に
つ
い
て
の
説
明
な
ど

問
い
合
わ
せ
（
申
し
込
み
）
先

豊
岡
ジ
オ
・
コ
ウ
ノ
ト
リ
キ
ャ
ン
パ
ス
経
営

部
学
務
課

Ｔ
０
７
９
６
・
34
・
６
０
７
９

Ｅrrm
@
ofc.u-hyog

o.ac.jp

県
立
大
学
大
学
院
地
域
資
源
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
研
究
科

県
立
大
学
大
学
院
地
域
資
源
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
研
究
科

　
　
　
　

冬
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

　
　
　
　

冬
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

講
師

聖
学
院
大
学
人
間
福
祉
学
部　

教
授　

相
川

章
子
氏

対
象

当
事
者
、
家
族
、
支
援
者
ま
た
は
関
心
の
あ

る
人申

込
期
限

12
月
13
日
（
金
）

問
い
合
わ
せ
（
申
し
込
み
）
先

豊
岡
健
康
福
祉
事
務
所
地
域
保
健
課

Ｔ
０
７
９
６
・
26
・
３
６
７
２

募
集
職
と
採
用
予
定
人
数

給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
員
…
２
人

勤
務
場
所

香
住
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

勤
務
時
間
（
勤
務
日
）

７
時
45
分
〜
16
時
15
分
（
週
５
日
勤
務
）

応
募
資
格

町
内
に
住
所
の
あ
る
健
康
な
人

採
用
予
定
日

令
和
２
年
１
月
１
日
付
（
勤
務
は
１
月
６
日

（
月
）
〜
）

賃
金
な
ど

日
額
７
０
０
０
円

　

通
勤
手
当
別
途
支
給
、
期
末
一
時
金
あ
り
。

社
会
保
険
お
よ
び
雇
用
保
険
に
加
入

応
募
方
法

　

市
販
の
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

応
募
締
切

11
月
29
日
（
金
）

面
接
試
験

　

12
月
上
旬
に
行
い
ま
す
。
日
時
、
場
所
な

ど
は
個
別
に
通
知
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
（
提
出
）
先

役
場
総
務
課
、
各
地
域
局

県
立
豊
岡
聴
覚
特
別
支
援
学
校　

幼
稚
部

県
立
豊
岡
聴
覚
特
別
支
援
学
校　

幼
稚
部

対
象

令
和
２
年
４
月
１
日
現
在
３
歳
〜
５
歳
で
、

聴
覚
に
障
害
が
あ
る
幼
児

受
付
期
間

令
和
２
年
１
月
８
日（
水
）〜
１
月
17
日（
金
）

※ 
出
願
を
希
望
す
る
人
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

入
学
選
考
会

令
和
２
年
２
月
５
日
（
水
）

問
い
合
わ
せ
先

県
立
豊
岡
聴
覚
特
別
支
援
学
校　

教
育
相
談

係
（
豊
岡
市
三
坂
町
２
‐
９
）

　

０
７
９
６
・
22
・
２
１
１
４

　

「
基
幹
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
ひ
ょ

う
ご
の
創
造
と
成
長
」
と
題
し
、
但
馬
地
域

の
基
幹
道
路
に
つ
い
て
の
可
能
性
を
探
り
ま

す
。と

き
・
と
こ
ろ

12
月
18
日
（
水
）
14
時
〜
16
時
30
分

豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
（
ア
イ
テ
ィ
７
階
）

ひ
ょ
う
ご
基
幹
道
路　
　
　
　
　
　

ひ
ょ
う
ご
基
幹
道
路　
　
　
　
　
　

　　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ムinin

但
馬
但
馬

内
容

基
調
講
演

　

 

公
立
豊
岡
病
院
但
馬
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長　

小
林
誠
人
氏

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　

 

フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー　

八
木
早
希
氏

（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

定
員

２
５
０
人
（
抽
選
）

参
加
費

無
料申

込
方
法

県
Ｈ
Ｐ
ま
た
は
所
定
の
申
込
書
を
郵
送
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル

申
込
期
限

11
月
29
日
（
金
）
必
着

申
込
先

県
道
路
街
路
課

Ｆ
０
７
８
・
３
６
２
・
３
９
４
１

　

  h
ttp
s://w

e
b
.p
re
f.h
yo
g
o
.lg
.jp
/ks1
0
/

shinpo-tajim
a2
.htm
l

※
自
薦
、
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。

募
集
期
間

11
月
15
日
（
金
）
〜
12
月
16
日
（
月
）

任
期

令
和
２
年
４
月
21
日
〜
令
和
５
年
４
月
20
日

問
い
合
わ
せ
先

農
業
委
員
会
事
務
局（
役
場
農
林
水
産
課
内
）

　

但
馬
で
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
の
活
動
が
始

ま
っ
て
６
年
目
。
精
神
科
に
入
院
し
て
い
る

人
の
退
院
支
援
は
も
ち
ろ
ん
、
精
神
障
害
者

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
の
重
要

な
担
い
手
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ピ
ア
サ
ポ
ー

ト
は
今
後
の
地
域
に
欠
か
せ
な
い
存
在
で
す
。

ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
学
び
、
そ
の
効
果

や
今
後
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

と
き
・
と
こ
ろ

12
月
26
日
（
木
）
14
時
〜
16
時

豊
岡
稽
古
堂
（
豊
岡
市
中
央
町
２
‐
４
）

そ
ば
打
ち
＆
も
ち
つ
き
大
会

そ
ば
打
ち
＆
も
ち
つ
き
大
会

　

ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
北
但
で
、
そ
ば
打
ち
と

も
ち
つ
き
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
。
初
め
て
の

FAXFAX
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と
き
・
と
こ
ろ

12
月
21
日
（
土
）
13
時
30
分
〜
16
時

豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
（
ア
イ
テ
ィ
７
階
）

内
容

土
地
建
物
登
記
、
土
地
境
界
に
関
す
る
相
談

問
い
合
わ
せ
（
申
し
込
み
）
先

兵
庫
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
但
馬
支
部

℡
０
７
９
６
・
23
・
３
８
６
０

（
前
日
の
17
時
ま
で
に
）

土
地
家
屋
調
査
士

土
地
家
屋
調
査
士  

無
料
相
談
会
（
要
予
約
）

無
料
相
談
会
（
要
予
約
）

児
童
手
当
の
手
続
き
は
お
済
で
す
か

児
童
手
当
の
手
続
き
は
お
済
で
す
か

暮
ら
し
の
便
利
帳
を
配
布
し
ま
す

暮
ら
し
の
便
利
帳
を
配
布
し
ま
す

　

本
町
は
、
㈱
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
と
の
官
民
協

働
事
業
に
よ
り
、
香
美
町
「
暮
ら
し
の
便
利

帳
」（
Ａ
４
版
フ
ル
カ
ラ
ー
・
72
ペ
ー
ジ
）

を
発
行
し
ま
し
た
。

　

冊
子
に
は
、
行
政
情
報
を
は
じ
め
、
地
域

情
報
や
防
災
情
報
、
生
活
情
報
な
ど
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。

　

ご
家
庭
な
ど
に
保
管
い
た
だ
き
、
暮
ら
し

に
役
立
つ
便
利
帳
と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

11
月
１
日
（
金
）
〜
30
日
（
土
）
の
１
カ

月
間
で
郵
便
受
け
に
配
布
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

役
場
総
務
課

９

人
、
大
歓
迎
で
す
。

と
き
・
と
こ
ろ

12
月
８
日
（
日
）
９
時
〜
14
時

ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
北
但

内
容

そ
ば
打
ち
、
も
ち
つ
き
体
験

定
員

30
人

※ 

就
学
前
の
子
ど
も
が
参
加
の
場
合
は
、
保

護
者
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

参
加
費

無
料申

込
方
法

　

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

11
月
29
日
（
金
）

問
い
合
わ
せ
（
申
し
込
み
）
先

北
但
行
政
事
務
組
合
環
境
課

℡
０
７
９
６
・
21
・
９
１
１
０

　

０
７
９
６
・
21
・
９
１
０
２

　

 hokutan@
snow

.ocn.ne.jp

遺
言
・
相
続
な
ん
で
も
相
談

遺
言
・
相
続
な
ん
で
も
相
談

と
き
・
と
こ
ろ

12
月
21
日
（
土
）
13
時
30
分
〜
16
時
（
受
付

15
時
30
分
ま
で
）

じ
ば
さ
ん
Ｔ
Ａ
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ａ

問
い
合
わ
せ
先

兵
庫
県
司
法
書
士
会
但
馬
支
部

℡
０
７
９
・
６
６
２
・
３
１
２
６

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

③
12
月
４
日
（
水
）
13
時
30
分
〜
16
時

　

小
代
い
こ
い
の
里

問
い
合
わ
せ
先

役
場
町
民
課

　

出
生
時
や
転
入
時
に
、
児
童
手
当
の
手
続

き
は
さ
れ
て
い
ま
す
か
。
中
学
校
修
了
前

（
15
歳
到
達
後
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
）
の

児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
で
、
現
在
児
童
手

当
を
受
給
し
て
い
な
い
人
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※ 

公
務
員
の
人
は
勤
務
先
に
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

役
場
福
祉
課

相
談
内
容

　

国
、
県
、
町
な
ど
の
仕
事
の
中
で
、
苦
情
、

困
っ
て
い
る
こ
と
、
要
望
、
措
置
に
納
得
が

い
か
な
い
な
ど
の
不
満
や
相
談
な
ど

と
き
・
と
こ
ろ

①
12
月
10
日
（
火
）
13
時
30
分
〜
16
時

　

香
住
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

②
12
月
12
日
（
木
）
13
時
30
分
〜
16
時

　

村
岡
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

③
12
月
４
日
（
水
）
13
時
30
分
〜
16
時

　

小
代
い
こ
い
の
里

問
い
合
わ
せ
先

役
場
企
画
課

行
政
相
談

行
政
相
談

人
権
相
談

人
権
相
談

相
談
内
容

　

家
庭
や
学
校
、
地
域
で
の
人
権
に
関
す
る

困
り
ご
と
、
心
配
ご
と

と
き
・
と
こ
ろ

①
12
月
10
日
（
火
）
13
時
30
分
〜
16
時

　

香
住
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

②
12
月
11
日
（
水
）
13
時
30
分
〜
16
時

　

村
岡
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

FAXFAX
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（令和元年 10月 20 日現在、順不同）

◆広報「ふるさと香美」に広告を掲載しませんか◆
●広告スペース　この記事の大きさ
●色　　　　　　モノクロ
●広告料　　　　1枠　5,000 円／号
●発行部数　　　約 7,200 部
● 申込方法　　　申込書に必要事項を記入し、広告
原稿を添えて提出してください。原稿案は、紙
面に印刷した物でもお受けしますが、なるべく、
CD-ROMなどの磁気媒体でデータでの提出をお願
いします。なお、掲載希望月の 2カ月前の月末ま
でに提出してください。
●問い合わせ先　役場企画課

とき・ところ

12 月 6日（金）14時～ 16時

じばさん TAJIMA（豊岡市大磯町 1-79）

内容

記帳・帳簿などの保存制度、青色申告書・収支内

訳書の作成方法および消費税の計算方法など

※筆記用具および電卓などの計算用具が必要です。

※個別の相談は行っていません。

問い合わせ先

豊岡税務署　個人課税第 1部門

　 0796・22・2144

　税務署からのお知らせ　税務署からのお知らせ

決算説明会の開催決算説明会の開催

　指定した道路に 15㎝以上の積雪がある場合、

除雪車などによる除雪作業を行いますので次のこ

とにご協力をお願いします。

①路上駐車は絶対しないでください。

② 作業中の除雪車は大変危険なので、近寄らない

でください。

③ 道路脇の植木鉢や有害鳥獣対策の電気柵はあら

かじめ片付けてください。

④道路への雪出しはしないでください。

⑤ 除雪作業後に残る玄関前の雪は、各自で除雪し

てください。

問い合わせ先

町道　役場建設課、各地域局

県道　新温泉土木事務所　　 0796・82・5689

※ 問い合わせは、各区長（自治会長）を通してお

願いします。

　本格的な雪シーズンを迎えます　本格的な雪シーズンを迎えます

除雪作業にご協力をお願いします除雪作業にご協力をお願いします
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毎
月
第
一
火
曜
日　

午
後
１
時
〜
４
時

　第 2回は介護サービスを利用するまでの一連の流れ

を皆さんにご紹介します。

① 相談

　介護サービスが必要になったと感じたら、申請の前

にまずは役場福祉課、各地域局または地域包括支援セ

ンターにご相談ください。

②申請

　相談後、状況に応じて、シルバー人材センター会員

による家事援助や、社会福祉協議会などで元気デイ

サービスが利用できる「介護予防・日常生活支援総合

事業」または「介護保険（要介護・要支援）認定」の

申請をご案内します。申請には介護保険被保険者証や、

本人確認書類などが必要です。

③認定調査

　申請を受け、町の認定調査員が事前に日程調整を

行った後、自宅などを訪問します。心身の状態をご本

人、家族から聞き取り調査などを行います。

④主治医意見書

　審査に必要な主治医意見書は、町から医療機関に作

成を依頼します。介護認定を円滑に行うために、認定

審査に必要な場合は早めの医療機関受診をお願いしま

す。

⑤審査・判定

　認定調査の結果や主治医意見書を基に、介護認定審

査会で介護の必要性の有無や度合いを判断し、要介護

度が決定します。

⑥認定

　審査結果に基づいて要介護度を認定し、その結果を

記載した通知書と被保険者証を送付します。

⑦介護サービスの利用

　本人や家族の状況に応じた介護

サービスの利用計画（ケアプラン）

を介護支援専門員（ケアマネジャー）

に作成してもらい、サービス利用と

なります。

　第３回は、「認定調査・主治医意見書」について詳

しくご紹介します。

介介護保険のおはなしおはなし

第２回　介護保険の申請から認定まで

真
砂
俳
句
会

10
月
句
会
か
ら
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行政区 氏名 性別 保護者 出生日行政区 氏名 性別 年齢 死亡日

※ このコーナーは、9.21 ～ 10.20 の届出分の内、
　承諾を得た人のみ掲載しています（敬称略）。

※ このコーナーは、9.21 ～ 10.20 の届出分の内、
　承諾を得た人のみ掲載しています（敬称略）。

まちのうごき
（令和元年 10 月 1 日現在）

人　口 17,427 人　（－ 26）

男 8,311 人　（－ 16）

女 9,116 人　（－ 10）

世帯数 6,513 世帯（－ 19）

（　）内は前月比

■編集後記■

　9月 15 日、小代中学校で行われた区民運動会はそ

の名も「おじろスポーツフェスティバル 21」。この日

は、練習で磨いた演技を披露した小・中学生をはじめ、

お腹を絞り、リレーに出場した男性や、早起きして

作った弁当を地区の人に振る舞った女性、椅子に座り、

手をたたいて孫を応援するお年寄りなど、老若男女が、

スポーツの秋にふさわしい運動の祭典を楽しみました。

　地元ということで、私も参加しましたが、駆ける準

備が欠けておりました。（よしだ）

11月は児童虐待防止推進月間です11月は児童虐待防止推進月間です

　あなたの連絡・相談が子どもを守るとともに、

子育てに悩む保護者を支援するための大きな一歩

となります。虐待を受けたと思われる子どもを見

つけた時には、ためらわずに市町の窓口や豊岡こ

ども家庭センターに連絡（通告）してください。

・ 「虐待を受けた児童」だけでなく「虐待を受け

たと思われる児童（虐待の疑い）」　も対象とな

ります。

・ 調査の結果、たとえ虐待の事実がないとわかっ

ていても、そのことで責任を問われることはあ

りません。

・ 匿名でもかまいません。連絡者や連絡内容に関

する秘密は守られます。

・児童虐待の通告は、守秘義務違反になりません。

※児童虐待とは・・・

身体的虐待

殴る、蹴る、激しく揺さぶる、やけどを負わせる

など

心理的虐待

言葉による脅し、無視、兄弟間での差別扱い、子

どもの目の前で家族に対して暴力をふるう（DV）

など

ネグレクト

家に閉じ込める、食事を与えない、ひどく不潔に

する、自動車の中に放置する、重い病気にかかっ

ても病院に連れて行かないなど

性的虐待

子どもへの性的行為、性的行為を見せる、ポルノ

グラフィの被写体にするなど

問い合わせ先

豊岡子ども家庭センター 　　0796・22・4314

児童虐待防止 24時間ホットライン

　 0796・22・9119（夜間・休日）

児童相談所全国共通ダイヤル　　189

役場福祉課

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。
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行政放送が聞き取れ

なかった場合はお電

話ください。

専用電話番号

0120・63・1210

（通話料無料）

総　務　課　36・1111

財　政　課　36・1942

企　画　課　36・1962

防災安全課　36・1190

税　務　課　36・1113

会　計　課　36・4321

町　民　課　36・1110

 消費生活センター　36・1941

健　康　課　36・1114

福　祉　課　36・1964

 いきいき相談センター　36・4004

農林水産課　36・0846

観光商工課　36・3355

建　設　課　36・1961

上下水道課　36・0420

議会事務局　36・1963

村岡地域局　94・0321( 代表 )

小代地域局　97・3111( 代表 )

教育委員会　94・0101

香住区中央公民館（香住区生涯学習センター）

　　　　　　36・3764

村岡区中央公民館　98・1366

小代地区公民館（小代区地域連携センター）

　　　　　　97・3966

公立香住病院　36・1166

公立村岡病院　94・0111

香住老人福祉センター

　　　　　　　36・5008

村岡老人福祉センター

　　　　　　　98・1000

小代高齢者生活支援センター

　　　　　　　97・2202

（すべての施設の市外局番：0796）
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とと

の弐拾…セコガニ

　

皆
さ
ん
ご
存
知
の
通
り
、
セ
コ
ガ
ニ
と
は

松
葉
ガ
ニ
（
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
）
の
雌
の
こ
と
で

す
。
京
都
府
で
は
「
コ
ッ
ペ
」、
北
陸
地
方

で
は
「
香こ

う

ば

こ箱
ガ
ニ
」
と
も
呼
ば
れ
、
当
地
で

も
大
人
気
で
す
。
雄
ガ
ニ
と
比
較
す
る
と
か

わ
い
そ
う
な
く
ら
い
小
さ
い
で
す
が
、
脱
皮

の
回
数
は
10
回
と
多
く
、
身
も
ぎ
っ
し
り
と

詰
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

特
長
は
何
と
い
っ
て
も
甲
羅
の
内
外
に

持
っ
て
い
る
卵
で
す
ね
。
中
の
赤
い
卵
巣
部

分
の
内
子
と
黒
っ
ぽ
い
色
の
プ
チ
プ
チ
し
た

食
感
の
外
子
は
、
内
子
派
と
外
子
派
に
二
分

さ
れ
る
ほ
ど
フ
ァ
ン
を
魅
了
し
て
い
ま
す
。

　

食
べ
方
と
し
て
は
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
ボ

イ
ル
の
ほ
か
に
、
定
番
の
み
そ
汁
が
あ
り
ま

す
。
カ
ニ
か
ら
出
る
濃
厚
な
エ
キ
ス
は
、
香

住
で
は
古
く
か
ら
「
お
ふ
く
ろ
の
味
」
と
し

て
、
各
家
庭
独
自
の
味
付
け
で
親
し
ま
れ
て

き
ま
し
た
。
ま
た
、
少
し
手
間
が
か
か
り
ま

す
が
、
セ
コ
ガ
ニ
を
丸
ご
と
使
っ
て
炊
き
上

げ
る
、
セ
コ
飯
も
絶
品
で
、
冬
の
風
物
詩
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

資
源
保
護
の
た
め
、
漁
獲
期
間
は
11
月
６

日
か
ら
年
末
ま
で
と
わ
ず
か
２
カ
月
足
ら
ず

で
す
。
限
り
あ
る
資
源
を
ど
う
守
っ
て
い
く

の
か
、
非
常
に
難
し
い
問
題
に
も
向
き
合
っ

て
い
ま
す
。

　

冬
の
日
本
海
は
、
し
け
続
き
が
珍
し
く
あ

り
ま
せ
ん
。
荒
波
を
越
え
、
命
が
け
で
取
っ

て
き
た
漁
師
さ
ん
と
カ
ニ
に
感
謝
し
な
が
ら

調
理
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

▲ 1年に 2カ月弱の贅沢をぜひ味わってください

　皆さん、こんにちは、香美町とと活隊員の長谷川加
か な こ

奈子です。

　この活動の中で、タッチングプールや料理教室を通じ、本

町のこどもたちと触れ合えることがとても楽しく、これから

もこの町ならではの、魅力を発信していきたいと思っていま

す。

　１年前の「おさかな通信」魚の八、松葉ガニ編で松井優
ゆうや

也

隊員が少し触れましたが、今回はセコガニについて説明し

たいと思います。

▲一度食べると味を忘れられない、セコガニの内子と外子


